2021/6/11更新

編集幹事業務マニュアル

■編集幹事の業務

　超伝導ニュースの発行（2020年度は年2回発行）

■超伝導ニュースについて

・春号は6月、秋号は11月頃発行

・掲載内容：応用物理学会講演会超伝導セッション座長報告（編集幹事 学会報告担当）

　　　　　　研究会報告（発表資料）（編集幹事 研究会担当）

　　　　　　超伝導分科会幹事会議事録［庶務幹事］

　　　　　　収支決算書（春号）［会計幹事］

　　　　　　超伝導分科会賞応募案内・受賞報告（春号）［幹事長］

　　　　　　分科会企画研究会、シンポジウム、スクール等の案内［企画担当幹事］

　　　　　　超伝導分科会入会案内［学会事務局］

　　　　　　超伝導賛助会員紹介［学会事務局］

　　　　　　その他

　　　※（）内は原稿取り纏め、［］は原稿依頼先

■役割分担とそれぞれの仕事内容（編集幹事が４名の場合）

・それぞれの号について年度初めまでに、学会報告担当と研究会担当に分担決めをする

　（研究会担当になった場合は「研究会担当」に編集幹事として加わる。）

　⇒各号の担当者の名前を事務局に連絡する。

　※春号の内容は年度をまたがるため、留任幹事が春号の担当となることが望ましい。

＜研究会担当＞

①研究会の案内（WORD）を学会事務局に送付し、学会誌への掲載およびポスター制作を依頼する。

　　　・6月研究会の場合、4月号応物誌原稿締切は、2月15日(要確認)。

　・12月研究会の場合、10月号応物誌原稿締切は、8月15日(要確認)。
　※原稿締切日は事前に事務局に確認すること。

②事前承諾の取れた講師の連絡先等を事務局に連絡。事務局から講師に連絡書類（研究会配布資料の書式、依頼状等）を送付してもらう。(事務局ではなく幹事が送付する?)
③超伝導ニュース掲載用の発表資料原稿を講師から集める。ただし(著作権譲渡ではなく)利用許諾を得ておく。
・著作物の利用許諾を得る文例：ご提供いただく資料は、「応用物理学会・著作権取扱規定」第４条３項の利用許諾に基づき、掲載させていただきます。利用許諾につき、著作権は著者に帰属します。下のリンクにて著作権取扱規定をご確認のうえ、発表資料をお送りください。

https://www.jsap.or.jp/about_jsap/copyrightpolicy
④集めた原稿を編集し、学会報告担当に送付する。
＜学会報告担当＞

① 超伝導分科会議事録（庶務幹事より送付してもらう）

② 応用物理学会講演会「超伝導」セッション報告原稿
春・秋の講演会開催前に、事務局より関連書類(座長一覧、依頼文例、および報告フォーマット)を受け取り、座長宛に報告執筆を依頼する。
講演会終了後、報告原稿をニュース担当幹事に送付する。

③その他

　　研究会案内等があればニュースに掲載する。

　　ニュース春号の場合、前年度の収支決算書、超伝導分科会賞受賞報告・募集案内を掲載。

④①〜③の原稿および研究会担当から送られた原稿を集約して、超伝導ニュース原稿を編集し、PDF化する。（PDFにはパスワードを設定する。）

⑤ 原稿PDFを超伝導分科会幹事全員に送付し、内容の確認をしてもらい、適宜修正する。

⑥完成原稿PDFをHP担当幹事に送付し、分科会HPにアップロードしてもらう。庶務幹事に連絡し、超伝導分科会MLにてニュース発行を周知してもらう。

　メール文例


超伝導分科会会員各位


			応用物理学会　超伝導分科会


				幹事長　○○　○○





謹啓、時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。


応用物理学会超伝導分科会の活動では、平素より格別の御高誼を賜り、厚く御礼を申し上げます。





さて、「超伝導ニュース」のNo　○○が出来ましたので、お知らせいたします。


下記のサイトよりダウンロードをよろしく御願いいたします。





超伝導ニュースダウンロード先： 


パスワード：


 


よろしくお願いいたします。











